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１．研究計画の概要 
 本研究では、先進諸国が繰り広げる財政競
争へ新興国が参加することの経済的帰結を
分析するためのモデルを構築することを目
的としている。特に 
(1)財政競争にそもそも参加すべきか否か、
(2)どのような政策手段や財政制度を有し 

て競争に参加すべきか、 
(3)知識や技術、物的・人的資本といったス 

トック量に格差がある中での財政競争 
はどのような帰結をもたらすか 

という点を分析するためのモデル構築を計
画している。 
 
２．研究の進捗状況 
 上記の研究計画を達成するために、古典的
な財政競争モデルを 2段階ゲームに拡張する
と同時に、財政競争モデルの動学化を図って、
地域特性を明示的に取り込んだモデルの提
示を行って論文にまとめている。解析的分析
が困難なモデルについては、不完全競争を前
提とした部分均衡モデルにおける２国間競
争環境下でのモデル分析を行っている。 

(1)については、労働市場の効率性が異なる
2 国の政府が資本市場の開放に伴って財政競
争に直面することになった場合に、労働市場
の不完全性の度合いが大きい国の政府がよ
り積極的に財政競争に参加するための介入
を行う一方で、労働市場が相対的に効率的な
国の政府は、そもそも財政競争に参加しない
という結果をもたらすモデル化に成功する
などしている。 

(2)については、競争手段として従量税制度
と従価税制度の選択問題を設定することで、
資本輸入国では従量税制度で財政競争に参

加するのが望ましい一方で、資本輸出国では、
従価税制度で競争に参加することが望まし
いことなどを明らかにできた。 

(3)については、資本移動のある２国内生成
長モデルにおいて、財政競争を緩和するよう
な地域間所得移転政策が経済成長に及ぼす
効果を検証し、そこから中央政府による財政
移転による介入がどの程度望ましいのかと
いう視点で、地方分権と経済成長との関係に
まで言及できるモデル構築を行うことがで
きた。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
 (1)と(3)については、研究成果が国際学術雑
誌 FinanzArchiv や American Economic 
Review をはじめ、複数の国際誌に論文掲載
されるなど、順調に研究目的が達成された。
他方、(2)についても既にディスカッションペ
ーパーとしてまとめた上で、国際学術雑誌へ
投稿している段階であり、全体として、おお
むね順調に推移している、もしくは、当初の
計画以上に研究が進捗したといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
  各種研究集会での研究発表とともに、ディ
スカッションペーパーの形などにまとめて
いる論文を国際的な学術雑誌に掲載できる
ように、論文の投稿、査読者への対応等を中
心に研究成果の公表のための作業を進める
予定である。 
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